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真瀬水田における太陽光誘発クロロフィル蛍光を利用した生態系光合成量の代表性
Sun-induced chlorophyll fluorescence reveals strong representativeness of ecosystem-level
photosynthesis in rice paddy field in Mase Japan
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太陽光によって誘発されたクロロフィル蛍光は (Sun-Induced Fluorescence: SIF) 生態系光合成量を代表
し、衛星 [Frankenberg et al., 2011; Guanter et al., 2012; Joiner et al., 2013] や地上 [Daumard et
al., 2010; Porcar-Castell, 2011]で観測できる指標として有望視されている。しかしながら、実際の陸域生
態系での地上観測の例は未だ乏しく、SIFの利用可能性を妨げている。 
我々は、アジア全域で育成されている水稲を対象としSIFと渦相関法に寄って観測された生態系光合成量GPPと
の関係を検証した。データは、つくば市真瀬の水田(36°03′N, 140°01′E, 11 m a.s.l.)で、2006年から2012年
まで30分間隔で取られた。イネ(Oriza sativa L.; cultivar Koshihikari)は、5月に移植され9月に収穫され
た。SIFは、水田に設置された渦相関法のための3mのマストに取り付けられた分光放射計(MS700, 英弘精機製；
FWHM=10nm, 測定インターバル=3.3nm)とローテーター(早坂理工製)から構成される半球分光放射計(HSSR)に
よって測定された太陽と生態系からの放射照度を利用して計算された。SIF（SIF760）の計算は、760nm付近の
O2-A吸収帯のスペクトルを利用し、Fraunhofer Line Depth 法[Maier et al., 2003]によって行われた。 
2006年の生長期において、SIF760とAPAR (吸収光合成有効放射) は、GPPと同様の日変化パターンを示した
が、GPP-SIF760の関係は月間の差がほとんどなかったが、GPP-APARの関係は月間で変化した。また、ほぼ直線的
なGPP-SIF760 の関係は、すべての年において観測された。日SIF760 は日GPPと同様の季節変化を示した。一方で
従来からの植生指標であるNDVIとEVIは、GPPよりも長い最盛期を示した。このように、SIFとGPPの間の強力な
関係は、SIFは水田における生態系レベルの光合成の指標として非常に有効であることを証明している。
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